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メニコン本社 北側の建物です
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会場 での会話・面談は

お控え くたさい

マスクの着用な ど

飛沫対策 をお願いいた します

過密を防 くため

入場制限を行 つています

会場 での検 温 。消毒 に

こ協力 くたさい

クローク (荷物預か り等 )

こ利用いただけません

体温か 375度 以上ある場合

入場 をお断 りさせていたたい

てお ります

感染拡大防止対 策 と して

こ連絡先を頂戴致 します

公演途中に換気

させていたたきます
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在学中から
′
室内楽の魅力Ⅲこ意かれ木管五重奏々 組む。

音楽の可能性をより争角的に学がため、二股財団法本
地域創造主催「 平成27年度公共ホール音楽活性化アウ

トリ
ーチフォTラム事業Fに Franc査管五重奏団のメン

バィとして参加δ       ・・ri .. : t'

`名古屋芸術大学音楽学部器共科ピアノ専攻卒業宝

同大学研究生修了⑤:同大学大学院音楽研究科修士課

・程首席4多T。  . e   :    Ⅲ     `イ
ド 同大学め定期演奏会 iヾ卒業演奏会、室内楽のタベ、研
平

,究生4多了浅奏会1大学院特別i京奏会、′大学院修了演奏'

『会場にい落す米ての人たちか自由4カタチr音楽を楽し 会等多数出演。

む空間を創る』をコンャプトとし、・ザブレ木管 童奏を 在学中、同大学オーケストラとラフマニノフのピアノ協奏

結成も 曲第2番を(.コ レギウム|ア カデミカとラヴェ
イルのピアノ協

今までの様 な々活動をふまえ『限ら,化た空間でしかふわ
,

奏曲卜長調を共演。
卜  ●

えな彰 野をより密になじ合ぃたし】』そんび丹ャヽからソロ
,

,パ リ。■コールクルマル音楽院デイプロム取得。

,:,中 部日本活動開始。 交響楽 とシユーマンのピアノ協奏曲イ短調、
4各公演々『愛の。平本率0』 と題してィゝ冷。っ ベゴト ヴェンのピア/協奏曲第5呑「皇帝」を共演ど

j'   す
° セジトラル愛知交響楽血とグリ̀― グのピアノ協奏曲イ短

:これまでにォ〒ボエを寺島陽介、諸岡研史(山本直人 読t・ ン彗スタ
.コ ニヴイチのどアノ協奏曲第2呑を共演。

'あ各氏十師事きli 名古屋フイルハ ―交響楽団とラヴェルのピアノ協奏

4内楽を青木明ご依田嘉明の各氏 t 師事。〕
′
・曲卜長調を共演と

名古屋芸術大学音楽学部器楽科卒業。
・ ・第 4回大阪国際音楽コンク■ルピアノデュオ部門第2位。

同コ ンクールゼアク吉L門一般の著Ьアブ ―ル賞。
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箸ルⅢ・ラァルサァイの各氏に指示,●

現在(ピアノソロ、室内栞の 楽、丁声楽
;七 .

伴奏など幅広い分野
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・また後進の指導にも力を注ぎ 数 の々教育者賞を受賞。

名古屋琴術大学及び大学院実技補助員、百本演奏淳盟 ;・・ HP LINEO
・
 会員。
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チヶヅトめお■し込みに?いで|

こちらからお申し込みぐださい  ,'
httpsi〃 oboiSt~ai.com/form/202107,1/

*各公演先着50名様と書せていただきますi l
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